まを上のごミ主意 _しがず お守0<ださい 


お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止す 
るため、必ずお守りいただくことを、次のよラに説明しています。 

■表示内容を無視して誤った使い方をした時に生じるを害や 
損害の程度を、次の表示で説明していまず。 


A 1±»_にみこの表示の欄は、「死 t または重傷などを負ラ危 
ZlA 険び切迫して生じることび想定される」内容です。 


■お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で説明しています。 


0 


この絵表示は、してはいけない「禁止」内容です。 


危険 


指定機器!^ソ外に使用しない 
RP - WF 6000などの充電式電池でず 
指定機器 m がの充電器で巧電しない 
RP - WF 6000 (へッドホンとトランスミッター)など 
で充電ずる 

乂への投入、加熱をしない 
分解•改造をしない 

(©) と （©) を金属などで接触させない 

ネックレス、ヘアピンなどと一緒に持ち運んだり保管しない 


0 


液ちれ-発熱-破裂の原因となります。 


Panasonic 

取扱説明書 
_バッテリーパック 

品ま RP-BP 6000 

このたびは、パナソニック製品をお買い上げいただき、まことにあり 
びとラございます。 

本バッテリーパックはパナソニックデジタルワイヤレスサラウンドヘッド 
ホン RP - WF 6000刷売）などに使用する専用充電式バッテ U - パックです。 
•取扱説明書をよくお読みのラえ、正しく安全にお使いください。 

•ご使用前に「ま全上のごミ主意」左記）を必ずお読みください。 

• この取扱説明書は大切に保管してください。 


便利メモ （おぼえのため、記入されると便和です) 


お買い上げ曰 

年 月 曰 1 品き 1 RP - BP 6000 

販売店名 

巧 （ ) - 



パナソニック株式会社 AVC ネットワークス社 

ネットワーク事業グループ 

〒已7 1-8 已04大阪府門真市ネ公生町1ま1已号 

© Panasonic Corporation 2006 

RQT 8931 -MS M 090 巨 TKIOSS 


まな仕様 


お式： 

電圧： 

容量： 

充電時間： 

電池寿命： 

使用可能時間： 

使用周囲温度： 

夕がミ寸法 ( WXHXD ) : 
質量： 


充電式ニッケル水素電池（組電池） 
2.4 V (1.2 V 2本組） 

2000 mAh 

約3時間 （ RP - WF 日000の場合） 
充電約300回 

約8時間 （ RP - WF 巨000の場合） 

0む〜40で 

32 mmx 已1 mmx 16 mm 
約已3邑 

>この仕様は、性能向上のため変更することびあります。 



















バッテリーパックの交換-巧電のしかた 


バッテ U —パックは、まず充電してからお使いください。 

な下は、 RP-WF 6000 (別売）を例に説明していまず。 

ご使用機器の取扱説明書ち併せてご覧ください。 

1ヘッドホンの左八ウジング部にある 
旧 ATT ] (電池）ノブを押して電池 
ふたを開け、ふたを取りはずす 



BATT 
(電池）ノブ 


2専用充電式バッテリーパックを交換する 

取り出すとさは@側を巧して取り出す。 

入れかた 

• ©と©を正しく入れる 

• © 側のノ（ネを巧しなび5入れる 



3 へッドホンの電池ふたを取り付ける 

電ミ也ふたの U ブを左八ウジングの穴に差し 
込み、電ミ也みたを閉じます。 

□ックするまで電池みたを巧してください。 



4 RP - WF 巨000に付属の AC 
アダプターをトランスミッ 
ターに接続する 

• トランスミッターの OPR/CHARGE 
ランプび緑色に点なします。 

•必ず RP-WF 已000に付属の 
AC アダプター、電源コードを 
ご使用ください。 



AC アダプター 
の P-WF 巨 000 :100V 

付属） 


DC IN 9V 端 テへ 



(RP-WF 色000付属） 


己へッドホンとトランスミッターの 
巧電端子び接触するようにヘッド 
ホンをトランスミッターの上にの 
せ、充電する 

• トランスミッターの 0PR/CHARGE 
ランプび赤色に点打し、充電び完了 
すると消打します。 

• 充電時間の目安：約 3 時間 （充電び空の 
状態からフル充電するのにかかる時間） 

• 周囲温度び0で〜40でのところで充電してください。 

• 充電中はバッテリーパックびミ品かくなりますび異常ではありません。 



。。〇 0PR/CHARGE ランプ 

:充電時；ホー充電完了：消灯） 






バッテリーパックの交換-巧電のしかた 


バッテ U —パックは、まず充電してからお使いください。 

L ソ下は、 RP - WF 6000 (別売）を例に説明していまず。 

ご使用機器の取扱説明書ち併せてご覧ください。 


1へッドホンの左八ウジング部にある 
旧 ATT ] (電池）ノブを巧して電池 
ふたを開け、ふたを取りはずす 



2専用充電式バッテリーパックを交換する 

取り出すときは任)側を巧して取り出す。 

入れかた 

• ©と©を正しく入れる 

• ©側のバネを巧しなび5入れる 



3へッドホンの電池ふたを取り付ける 

電池みたの U ブを左ノ V ウジングの巧に差し 
込み、電池みたを閉じます。 

□ックするまで電池みたを巧してください。 



4 RP - WF 巨000に付属の AC 
アダプターをトランスミッ 
ターに接続する 

• トランスミッターの OPR/CHARGE 
ランプび緑色に点打します。 

•必ず RP - WF 日000に付属の 
AC アダプター、電源コードを 
ご使用ください。 



( RP-WF 臣〇00付属） 


己ヘッドホンとトランスミッターの 
充電端子び接軸するようにヘッド 
ホンをトランスミッターの上にの 
せ、充電する 

• トランスミッターの OPR/CHARGE 
ランプび赤色に点灯し、充電び完了 
すると消打します。 

• 充電時間の目ま：約別き間（充電び空の 
状態からフル充電するのにかかる時間） 

•周囲温度び0で〜40でのところで充電してください。 

• 充電中はバッテ U - パックび温かくなりますび異常ではありません。 



バッテリーパック使用上のお願い 


• 使用後は電池残量を使い切らなくてち継ぎ足し充電び巧能です。 
•使用しないで再充電をくり返すことはしないでください。 

電池び過充電となり、発熱や液ちれの原因となります。 

•長期間使わないときは、使用機器から取り出してください。 

電池の液ちれ-発熱-発火-破裂などを起こし、火災や周囲巧損の原 
因になることびあ0ます。 

•異常に温度び高くなるところに置かないでください。特に真夏の車内- 
車のトランクの中は、想像 U (上に高温（約目0むな上）になります。絶対 
に放置しないでください。 


バッテ1」ーパック使用後は、 

貴重な資源を守るために1」サイクルへ！ 

使用済み充電式電池の届け先： 

最寄りの U サイクル協力店へ 倫 

詳細は、有限責任中間法人 JBRC の も於 Ni-MH 
ホームページをご参照ください。 ロロ 

• ホームぺージ 充電式 

http :// www . jbrc . net/hp こッケル水素電;也 


- このマークびある場合は- 
ヨー□ッパ連合(が 
の国の廃棄処分に関 
ずる情報 

\だ /このシンボルマー 
Vf クは EU 域内での 
み有効です。 

^製品を廃棄ずる場 
含には、最寄〇の 
市町村窓□、または販売 
店で、正しい廃棄方法を 
お問い合わせください。 


アフターサービスにごいて 


使いかた、お買い物などご不明な点については、お買い上げの販売店また 


は、お客様ご相談センターに 
お問い合わせください。 

ご連絡いただきたい内容 
製品名：バッテリーパック 
品番： RP - BP 6000 
お買い上げ曰：年月日 

故障の状況：できるだけ具体的に 

ご相談窓口における個人情報のお取り扱い 

ノ (ナソニック株式会社およびその関係会社は、お客様の個人情報やご相談 
内容を、ご相談への対応や修理、その確認などのために利巧し、その記録 
を残すことびあります。また、折り返し電話させていただくときのため、 
ナンバー•ディスプレイを採用しています。なお、個人情報を適切に管理 
し、修理業務等を委託する場合や正当な理由びある場合を除き、第 H 者に 
提供しません。お問い合わせは、ご相談された窓□にご連絡ください。_ 



RQT8931 




まを上のごミ主意 C # ずお守〇< ださい 


お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止す 
るため、必ずお守りいただくことを、次のよラに説明しています。 

■表示内容を無視して誤った使い方をした時に生じるを害や 
損害の程度を、次の表示で説明していまず。 


A この表示の欄は、「死亡または重傷などを負ラ危 

ZlA /日*険び切迫して生じることび想定される」内容です。 


■お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で説明しています。 


0 


この絵表示は、してはいけない「禁止」内容です。 


A \ 危険 


指定機器 L ソ外に使用しない 
RP-WF 6000などの充電式電池でず 
指定機器 L ソ外の充電器で充電しない 
RP-WF6000 (へッドホンとトランスミッター)など 
で充電ずる 

乂への投入、加熱をしない 
分解•改造をしない 

(©) と（〇)を金属などで接触させない 

ネックレス、ヘアピンなどと一緒に持ち運んだり保管しない 


0 


液われ-発熱-破裂の原因となります。 












